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（ 1 ） 

はじめに 

 昨年度、多くの町民参画のもとに策定した教育ビジョンは、基本理

念を「小さなまちから広がる未来」とし、「奈井江を識り、世界を識

る」「他人を知り、違いを認め、切磋琢磨する」「得意なこと、好きな

ことを生涯続ける」の３つを重点目標に掲げました。 

 このビジョンの下、令和４年度、引き続き多くの町民に参画を頂き、

コミュニティ・スクール（学校運営協議会。以下、CSという。）設置

に向けた町民議論を進めてきました。 

 小中学校で、タブレット型のコンピューター端末の活用が浸透す

ると共に暫くの間、交流がなかった友好都市 高梁市や ハウスヤル

ビ町の子どもたちと ICT などを使った交流が再開し、異文化に触れ

る機会を得ました。 

 奈井江小学校 PTA や奈井江町 PTA 連合会、奈井江町 教育推進協

議会の皆さんが、映画「みんなの学校」や「夢見る小学校」などの上

映会を開催し、今の奈井江にはない学びの形を観ることができまし

た。保護者や教職員たちにとって、我々教育委員とって、ワクワク感

と変革への恐れ、２つが共存する上映会となりました。この映画のま

まの教育を行うことは、まだハードルが高いように思いますが、教育

ビジョンの実践に向けた血や肉にしていきたいと考えています。 

 生涯学習の面では、コロナ禍にあって、サークル活動の発表の場と

なる総合文化祭が、展示と芸能、共に開催できたことは、とても意義

深かったと思います。 

 それでは、今年１年、町民の皆さん、学校、そして教育委員の皆さ

んと共にコツコツと議論を積み重ねてきた令和 5 年度 新たに取り

組む事業を中心に教育行政の執行方針を申し上げます。  



（ 2 ） 

1.未来を担う子どもの育成 

 タブレットという道具を得て、授業のやり方や内容に良い変化が

生じてきました。新年度は、これを更に進め、子どもたちの主体性を

育んでいく授業を推進していきます。授業を参観すると一見、自習時

間のように見受けられる場面が出てくることになり、宿題もクラス

全員が同じでものではなくなります。これを支えるのが、タブレット

に導入する AI 型の学習教材です。文字どおり、一人ひとりの習熟度

に合わせた最適な問題、時に学年を遡った出題がなされ、苦手科目の

解消や得意科目の伸展を図っていきます。 

 公設塾ななかまは、授業をしない自学自習の場として運営してき

ましたが新年度、実験的に多くの子どもたちが苦手とする算数の文

章問題のミニ授業を行っていきます。特別授業でも 2〜3 カ月かけて

設計図から作る巣箱づくりに取り組み、手や足を動かしながら体験

的に算数を学ぶ取り組みを行っていきます。 

 また、新たに小中合同の CS を発足させます。CS の大きな役割は

〝地域と共にある学校づくり〟です。委員の皆さんは毎年、学校長が

作成する学校運営の基本方針を承認するほか、組織内に部会を設け、

田植えや稲刈り、企業訪問といった特別授業について、小中 9 年間

を視野に入れた検討を行って頂く予定です。 

 また、小中高の子どもたちで構成する部会を設け、「こんな特別授

業を受けてみたい」のほか、広くまちづくりについても議論し実践し

ていく活動を行ってもらいたいと考えています。 

 このほか、まちを識るための社会科副読本「ないえ」が、発行から

12 年経過しましたので、令和 6 年度の発行を目指して編集作業に着

手します。  



（ 3 ） 

2.生涯にわたる学びの推進 

 長引くコロナ禍は、学校だけではなく生涯学習活動にも大きな影

響を及ぼしました。永年に亘って活動してきた幾つかのサークルが、

コロナ禍で集まれなくなったこと、会員の高齢化を理由に解散して

います。しかし一方で、新たな動きも芽生えてきています。個人やサ

ークル、活動の大小に関わらず、発表の場の創設などを通じて活動を

支援していきます。 

 また、まちの読書人口や環境などの現状を捉え、より多くの町民に

本に親しんでもらうよう中学校図書室の図書環境の改善と共に町の

読書推進計画の策定に取り組みます。 

 文化ホールがオープンして、30 周年を迎えます。一般社団法人な

いえ共奏ネットワークと協力しながら、「生涯活躍のまち」の実現に

向けてた〝まち中 音楽活躍システム〟〝多世代健康・安心・活躍フ

ィールド〟などの事業を協働します。とりわけ、コンチェルトホール

は、30 周年のメモリアル・イヤーを迎えますので、様々なコンサー

ト、イベントを実施していきます。また、ホールの老朽化した冷暖房

設備について、コンチェルトホールのみを一部休止しながら改修工

事を行っていきます。 

 

おわりに 

 以上が、令和 5 年度に取り組む主要な教育施策です。 

 学校教育や生涯学習、共に主体的な学習機会の創設と学び続ける

ための環境の確保に務め、町民の皆さんとの対話を積み上げ、教育ビ

ジョンの推進を図って参ります。 

 議会の皆様、町民の皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 


